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(57)【要約】
【課題】カメラ装置およびそのカメラ装置におけるチャ
プタデータ生成方法において、手間をかけずに動画デー
タを複数のチャプタに分けて記録できるようにする。
【解決手段】カメラ装置１００は撮影映像を示す動画デ
ータの生成中に場面変更があったときに、その場面変更
があった時点に応じた動画データの再生開始点を定める
チャプタデータを生成するチャプタデータ生成手段を有
する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮影映像を示す動画データの生成中に場面変更があったときに、該場面変更があった時
点に応じた前記動画データの再生開始点を定めるチャプタデータを生成するチャプタデー
タ生成手段を有するカメラ装置。
【請求項２】
　撮影映像を示す動画データを生成する動画データ生成手段と、
　該動画データ生成手段による前記動画データの生成中における場面変更を検出する場面
変更検出手段と、
　該場面変更検出手段により前記場面変更が検出されたときに、該場面変更が検出された
時点に応じた前記動画データの再生開始点を定めるチャプタデータを生成するチャプタデ
ータ生成手段とを有するカメラ装置。
【請求項３】
　手ぶれ情報を生成する手ぶれ情報生成手段を更に有し、
　前記チャプタデータ生成手段は、前記手ぶれ情報生成手段により生成された前記手ぶれ
情報に基づき、パン情報またはチルト情報が検出されたときに前記場面変更があったとし
て前記チャプタデータを生成する請求項１記載のカメラ装置。
【請求項４】
　手ぶれ情報を生成する手ぶれ情報生成手段を更に有し、
　前記場面変更検出手段は、前記手ぶれ情報生成手段により生成された前記手ぶれ情報に
基づくパン情報またはチルト情報の検出によって、前記場面変更を検出する請求項２記載
のカメラ装置。
【請求項５】
　前記チャプタデータ生成手段により前記チャプタデータを生成するか否かを切り替える
切替手段を更に有する請求項１または２記載のカメラ装置。
【請求項６】
　前記チャプタデータ生成手段により前記チャプタデータを生成してから一定時間経過後
に前記場面変更検出手段により前記場面変更を検出したか否かを判定する判定手段を更に
有する請求項２記載のカメラ装置。
【請求項７】
　撮影映像を示す動画データを生成する動画データ生成手段を備えたカメラ装置における
チャプタデータ生成方法であって、
　前記動画データ生成手段による前記動画データの生成中に場面変更があったときに、該
場面変更があった時点に応じた前記動画データの再生開始点を定めるチャプタデータを生
成するカメラ装置におけるチャプタデータ生成方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、撮影された撮影映像を示す動画データを生成するデジタルカメラ、ビデオカ
メラ等のカメラ装置およびそのカメラ装置におけるチャプタデータ生成方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、被写体の光学画像を静止画（静止画像）または動画（動画像）として取込み、撮
影した画像を画像データに変換して電子的に保存するカメラ装置（電子カメラ装置ともい
う）が知られている。従来のカメラ装置には、静止画の撮影を主体とするデジタルカメラ
と、動画の撮影を主体とするビデオカメラとがある。
【０００３】
　デジタルカメラ、ビデオカメラのいずれについても従来から様々なものが普及している
。例えば、特許文献１には、動画データを複数のチャプタに分けて記録し、各チャプタの
代表画像を表示するビデオカメラが開示されている。
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【特許文献１】特開２００５－７９８２３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、従来のカメラ装置では、動画データを複数のチャプタに分けて記録するには、
ユーザが手動操作を行わねばならないことがあり、チャプタに分けるのに手間がかかって
いた。例えば、ユーザは、再生される動画を目視で確認しながら区切りを付けたい箇所で
キー操作等を行わねばならなかった。
【０００５】
　そこで、本発明は上記課題を解決するためになされたもので、カメラ装置およびそのカ
メラ装置におけるチャプタデータ生成方法において、手間をかけずに動画データを複数の
チャプタに分けて記録できるようにすることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するため、本発明は、撮影映像を示す動画データの生成中に場面変更が
あったときに、その場面変更があった時点に応じた動画データの再生開始点を定めるチャ
プタデータを生成するチャプタデータ生成手段を有するカメラ装置を特徴とする。
【０００７】
　また、本発明は、撮影映像を示す動画データを生成する動画データ生成手段と、その動
画データ生成手段による動画データの生成中における場面変更を検出する場面変更検出手
段と、その場面変更検出手段により場面変更が検出されたときに、その場面変更が検出さ
れた時点に応じた動画データの再生開始点を定めるチャプタデータを生成するチャプタデ
ータ生成手段とを有するカメラ装置を提供する。
【０００８】
　さらに、本発明は、撮影映像を示す動画データを生成する動画データ生成手段を備えた
カメラ装置におけるチャプタデータ生成方法であって、動画データ生成手段による動画デ
ータの生成中に場面変更があったときに、その場面変更があった時点に応じた動画データ
の再生開始点を定めるチャプタデータを生成するカメラ装置におけるチャプタデータ生成
方法を提供する。
【発明の効果】
【０００９】
　以上詳述したように、本発明によれば、カメラ装置およびそのカメラ装置におけるチャ
プタデータ生成方法において、手間をかけずに動画データを複数のチャプタに分けて記録
することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下、本発明の実施の形態について説明する。なお、同一要素には同一符号を用い、重
複する説明は省略する。
【００１１】
（カメラ装置の構成）
　図１は、本発明の実施形態に係るカメラ装置１００の主要な構成を示すブロック図であ
る。図１に示すカメラ装置１００は、動画の撮影を主体とし、静止画も撮影することが可
能なデジタルビデオカメラ装置である。
【００１２】
　また、カメラ装置１００は、動画の撮影や再生の際にＭＰＥＧ－２にしたがい圧縮した
データを扱う。カメラ装置１００は動画を再生するときには、通常の再生以外に、逆再生
、高速再生、高速逆再生、コマ送り、コマ戻しなどのトリック再生が簡単に実現できる。
さらに、カメラ装置１００は画像データの記録媒体を磁気テープにする場合と違って、後
述するＨＤＤ１０５またはメモリカード１１７といったランダムアクセス可能な記録媒体
を用いている。そのため、ユーザが見たい映像のサーチも容易に行えるようになっている
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。
【００１３】
　このカメラ装置１００は、デジタル信号出力部１０１と、信号処理部１０２と、圧縮伸
張処理部１０３と、メモリ１０４およびＨＤＤ（Hard　Disk　Drive）１０５とを有して
いる。
【００１４】
　また、カメラ装置１００は、メモリカードスロット１０６と、ビデオデコーダ１０７と
、ＬＣＤ（Liquid　Crystal　Display）ドライバ１０８と、ＬＣＤ１０９と、ＬＡＮコン
トローラ１１０およびＵＳＢコントローラ１１１を有している。さらに、カメラ装置１０
０は、ＬＡＮ端子１１２と、ＵＳＢ端子１１３と、ＣＰＵ１１４と、操作部１１５を有し
、４つの操作キー（チャプタキー１１６、ＲＥＣキー１１７、ＰＡＵＳＥキー１１８、Ｆ
ＵＬＬ－ＡＵＴＯキー１１９）および手ぶれ補正センサ１２０を有している。
【００１５】
　デジタル信号出力部１０１は、図示しないレンズを通して得られる被写体の光学画像を
用いてＣＣＤ（Charge　Coupled　Device）が生成したアナログの電気信号をデジタル信
号に変換して信号処理部１０２に出力する。
【００１６】
　信号処理部１０２は、入力されるデジタル信号に画像処理を施して、実際に撮影された
撮影映像を示す動画データを生成する動画データ生成手段としての機能を有している。な
お、生成された動画データは一旦メモリ１０４に格納される。
【００１７】
　圧縮伸張処理部１０３は、メモリ１０４から取り出した動画データをＭＰＥＧ－２にし
たがい圧縮して圧縮動画データとし、静止画データをＪＰＥＧにしたがい圧縮して圧縮静
止画データとする。また、圧縮伸張処理部１０３は、ＣＰＵ１１４の指示にしたがい圧縮
動画データおよび圧縮静止画データを伸長する。
【００１８】
　メモリ１０４は信号処理部１０２による処理の対象となるデータや、圧縮伸張処理部１
０３による処理の対象となるデータが一時的に記憶される。
【００１９】
　ＨＤＤ１０５は、外部記憶装置であって、内蔵しているＨＤ（Hard　Disc）に圧縮され
た動画データ（圧縮動画データ）および音声データ並びに圧縮静止画データを記録する。
ＨＤＤ１０５はＨＤ（Hard　Disc）に対して、ランダムアクセスでデータの読み書きを行
う。
【００２０】
　メモリカードスロット１０６は、ＳＤメモリカード（Secure　Digital　memory　card
）などのメモリカード１１７が差込まれ、その差込まれたメモリカード１１７に対するデ
ータの読み書きを行う。メモリカード１１７には、圧縮された動画データなどが記録され
る。
【００２１】
　ビデオデコーダ１０７は、圧縮されている動画データを用いて、撮影された撮影映像を
表示するため、動画データの復号化処理を行い、ＬＣＤドライバ１０８に出力する。この
ビデオデコーダ１０７は、復号化プログラムにより実現されるソフトウェアデコーダーで
ある。
【００２２】
　ＬＣＤドライバ１０８は、ビデオデコーダ１０７から受けた復号化された動画データを
ＬＣＤ１０９のインターフェースに適合した表示信号に変換する。ＬＣＤ１０９は、ＬＣ
Ｄドライバ１０８から出力される表示信号を用いて撮影映像を表示する。
【００２３】
　ＬＡＮコントローラ１１０は、ＣＰＵ１１４の指示にしたがい、メモリ１０４から取り
出した動画データをＬＡＮ端子１１２を介して接続される図示しない外部の装置（例えば
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、ＤＶＤレコーダやＨＤＤレコーダ）へ転送する。また、ＬＡＮコントローラ１１０は、
ＬＡＮ端子１１２を介して外部の装置から取り込んだ動画データをメモリ１０４に出力す
る。
【００２４】
　ＵＳＢコントローラ１１１は、ＣＰＵ１１４の指示にしたがい、メモリ１０４から取り
出した動画データをＵＳＢ端子１１３を介して接続される図示しない外部の装置（例えば
、パーソナルコンピュータ）へ転送する。また、ＵＳＢコントローラ１１１は、ＵＳＢ端
子１１３を介して外部の装置から取り込んだ動画データをメモリ１０４に出力する。
【００２５】
　ＣＰＵ１１４は、図示しないＲＯＭに記憶されているプログラムにしたがい本発明の特
徴とする各種手段（チャプタデータ生成手段、場面変更検出手段、切替手段、判定手段）
として作動する。また、ＣＰＵ１１４は、他の構成要素との信号の入出力を行い、カメラ
装置１００全体の動作制御や各シーケンスの制御を行う。
【００２６】
　操作部１１５はＪＯＧダイヤルと十字キーを有している。操作部１１５はユーザによっ
てカメラ装置１００における種々の機能（例えば、再生の開始や停止、撮影停止など）を
選択および実行する等の操作が行われる操作手段である。また、動画が再生されていると
きにＪＯＧダイヤルが操作されると、その操作に応じて再生速度が調整されるようになっ
ている。
【００２７】
　チャプタキー１１６は、ユーザが押下操作を行うことによって、チャプタ生成指示をＣ
ＰＵ１１４に入力する。チャプタ生成指示は後述するチャプタデータ（例えば、後述する
チャプタデータ３３１など）を生成し、その生成したチャプタデータをチャプタテーブル
３３０に記録することをＣＰＵ１１４に指示するデータである。なお、チャプタキー１１
６を用いると、ユーザの手動操作によってチャプタデータを生成することができる。ＲＥ
Ｃキー１１７はユーザが押下操作を行うことによって、録画の開始指示をＣＰＵ１１４に
入力する。
【００２８】
　ＰＡＵＳＥキー１１８は、録画または再生の一時停止指示をＣＰＵ１１４に入力する。
ＦＵＬＬ－ＡＵＴＯキー１１９は、オンまたはオフにすることができる。ＦＵＬＬ－ＡＵ
ＴＯキー１１９をオンにすると、後述するチャプタナンバがユーザの操作なく自動的にイ
ンクリメントされながら特定のＧＯＰに対応した時間位置情報が後述するチャプタテーブ
ル３３０に記録される。
【００２９】
　手ぶれ補正センサ１２０は、手ぶれ情報を生成する手ぶれ情報生成手段であって、生成
した手ぶれ情報をＣＰＵ１１４に入力する。手ぶれ補正センサ１２０は、例えば、手ぶれ
を検出する角加速度計、角速度計、角変位計などのジャイロセンサによって構成すること
ができる。
【００３０】
　次に、ＭＰＥＧ－２にしたがい圧縮伸張処理部１０３が圧縮した動画データのデータ構
造について、図２、図３を参照して説明する。ここで、図２はＭＰＥＧ－２にしたがい圧
縮伸張処理部１０３が圧縮した動画データのデータ構造を示す図である。
【００３１】
　動画データは、ヘッダ部２０１と、データ部２０２とを有している。ヘッダ部２０１に
はＶＯＢＵ－ＥＮＴ情報部があり、データ部２０２を構成する各ＶＯＢＵ（Video　Objec
t　Block　Unit；ビデオオブジェクトブロックユニット）のサイズが記録されている。デ
ータ部２０２は、ＶＯＢＵを複数（ＶＯＢＵ２０２ａ，２０２ｂ・・・）有している。
【００３２】
　そして、ＶＯＢＵの個数は撮影時間に比例している。ＶＯＢＵはＭＰＥＧ－２にしたが
い圧縮された０．５秒分の動画データ、つまり、後述するＧＯＰ(Group　of　Pictures)
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１つ分と多くのヘッダ情報とを有している。例えば、撮影時間が１０分間のときは、１０
分×６０秒／０．５により求まる１２００個のＧＯＰが生成されている。ヘッダ部２０１
のＶＯＢＵ－ＥＮＴ情報部には各ＶＯＢＵのサイズが記録されているので、１２００個の
ＧＯＰ各々のサイズ情報が記録されている。
【００３３】
　また、図３は、同じく、ＭＰＥＧ－２にしたがい圧縮伸張処理部１０３が圧縮した動画
データ３２３の構造を、チャプタテーブル３３０とともにＧＯＰを表示して示す図である
。カメラ装置１００では、動画データ３２３を用いて撮影映像を再生する場合、ある単位
の動画または何枚かの動画をまとめてＧＯＰとし、そのＧＯＰ単位での独立した再生がで
きるようになっている。ＧＯＰには、１５フレーム分の動画データが含まれている。
【００３４】
　そして、動画データ３２３は、ヘッダ３０１と、実際に撮影された撮影映像を示す動画
ストリーム３２２とを有している。
【００３５】
　ヘッダ３０１には、画像の大きさ、画素縦横比など、ビデオデコーダ１０７が動画デー
タを復号化して撮影映像を再生するために必要な初期データ等の管理情報が記録されてい
る。
【００３６】
　また、ヘッダ３０１はチャプタテーブル３３０を有している。チャプタテーブル３３０
には生成されたチャプタデータが記録されている。図３では、チャプタテーブル３３０に
１０個のチャプタデータ（チャプタデータ３３１，３３２，３３３，３３４）が記録され
た状態を示している（ただし、一部図示を省略している）。
【００３７】
　各チャプタデータは時間位置データ（ＰＴＭ（Presentation　Time）、時間位置情報と
もいう）と、各チャプタデータを識別するチャプタナンバー（チャプタＮｏ）とを有して
いる。時間位置データは動画ストリーム３２２に含まれているＧＯＰのうちの特定のＧＯ
Ｐの位置を示している。例えば、チャプタデータ３３１、３３２、３３３、３３４は、そ
れぞれＧＯＰ３０２、３０７、３１２、３１７の時間位置データを有していて、それぞれ
の時間位置データによって、チャプタデータとＧＯＰとの対応付けが行われている。また
、チャプタデータは動画データの再生開始点を示している。
【００３８】
　そして、動画ストリーム３２２は、複数のＧＯＰ（ＧＯＰ３０２～３２１）を有するデ
ータストリームとして構成され、各ＧＯＰが０．５秒単位で記録されている。各ＧＯＰは
操作部１１５を用いた編集処理の単位となるもので、撮影時間が０．５秒分のデータとな
っている。
【００３９】
（カメラ装置の動作内容）
　次に、カメラ装置１００の動作内容について図４～図１０を参照して説明する。カメラ
装置１００は、撮影するときに、ある条件に従って（後述するシーンチェンジがあったと
きに）チャプタデータを生成し、生成したチャプタデータを後述するチャプタ挿入間隔ご
とに自動的に記録する（本実施の形態では、このようなチャプタデータの記録を「チャプ
タ自動挿入」という）。図４はチャプタ自動挿入が行われた場合の動画データを模式的に
示している。
【００４０】
　図４では、時刻ｔ１でユーザが撮影を開始し、その後、時間軸ｔに沿って時系列的に時
刻ｔ２、ｔ３、ｔ４で撮影中におけるシーンチェンジ（場面変更）が検出され、時刻ｔ５
で撮影を終了した場合を示している。
【００４１】
　そして、図４では、シーンチェンジが検出されるたびにチャプタデータが生成されてい
る。すなわち、時刻ｔ２のシーンチェンジが検出されたときに後述するチャプタデータ５
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５２が生成されて、時刻ｔ１から時刻ｔ２までの動画データがチャプタＣＨ１とされてい
る。また、時刻ｔ３のシーンチェンジが検出されたときに後述するチャプタデータ５５３
が生成されて、時刻ｔ２から時刻ｔ３までの動画データがチャプタＣＨ２とされている。
さらに、時刻ｔ４のシーンチェンジが検出されたときに後述するチャプタデータ５５４が
生成されて、時刻ｔ３から時刻ｔ４までの動画データがチャプタＣＨ３とされている。時
刻ｔ４から時刻ｔ５までの動画データはチャプタＣＨ４とされている。
【００４２】
　時刻ｔ１から初回チャプタデータ生成の時刻ｔ２までがチャプタ挿入時間Ｔ１となり、
各チャプタデータが生成される期間がチャプタ挿入時間Ｔ２、Ｔ３、Ｔ４となっている。
【００４３】
　また、このとき生成される動画データのデータストリーム５４０は図５に示すようにな
っている。ヘッダ５０１のチャプタテーブル５５０にチャプタデータ５５１，５５２，５
５３，５５４が記録されている。チャプタデータ５５１，５５２，５５３，５５４はそれ
ぞれＧＯＰ５０２，５０８，５１３，５１８に対応した時間位置情報が記録され、それぞ
れシーンチェンジがあった時点（時刻ｔ２、ｔ３、ｔ４）に応じた動画データの再生開始
点を定めている。そして、ＧＯＰ５０２が生成されてからＧＯＰ５０８が生成されるまで
の期間がチャプタ挿入時間Ｔ１になっている。同様に、ＧＯＰ５０８からＧＯＰ５１２、
ＧＯＰ５１３からＧＯＰ５１７、ＧＯＰ５１８からＧＯＰ５２４までの期間がそれぞれチ
ャプタ挿入時間Ｔ２、Ｔ３、Ｔ４になっている。
【００４４】
　このように、カメラ装置１００では、撮影中（動画データ生成中）にシーンチェンジが
あったときにチャプタデータが生成され、チャプタ挿入時間ごとにチャプタデータが記録
されるようになっている。
【００４５】
　そして、カメラ装置１００では、手ぶれ補正センサ１２０が検出する手ぶれ情報に基づ
き、ＣＰＵ１１４がパン情報またはチルト情報を検出した場合に撮影中におけるシーンチ
ェンジがあったとしてチャプタ自動挿入を実現している。すなわち、カメラ装置１００で
は、ＣＰＵ１１４によるパン情報またはチルト情報の検出を撮影中におけるシーンチェン
ジの検出とみなし、パン情報またはチルト情報を検出したかどうかでシーンチェンジがあ
ったかどうかを判定している（詳しくは後述する）。
【００４６】
　カメラ装置１００はチャプタ自動挿入を実現することによって、撮影時の操作を簡略化
しつつも、撮影映像を再生するときには長時間の撮影映像の中から見たい位置に簡単かつ
すばやく移動して再生できるようになっている（この点も後述する）。
【００４７】
　カメラ装置１００はチャプタ自動挿入を実現するため、図６～８に示すフローチャート
に沿って動作を実行する。
【００４８】
　図６はチャプタ自動挿入の初期設定手順を示すフローチャート、図７はチャプタデータ
自動生成処理の動作手順を示すフローチャート、図８はチャプタ自動挿入の最終処理の動
作手順を示すフローチャートである。
【００４９】
　ユーザは、カメラ装置１００によってチャプタ自動挿入を行う場合、まず、図９に示す
操作画面にしたがって、チャプタ自動挿入を行うための設定を行う。
【００５０】
　この場合、ユーザは、図９（ａ）に示すように、ＬＣＤ１０９に撮影メニューが表示さ
れている状態で、操作部１１５を操作してアイコン表示部６０に含まれるアイコン６０ａ
，６０ｂ，６０ｃ，６０ｄ，６０ｅ等の複数のアイコンの中から、「チャプタ挿入設定」
のアイコン６０ｃを選択する。
【００５１】
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　そして、ユーザは、チャプタ自動挿入を行うときは操作部１１５を操作して、図９（ｂ
）に示すように、アイコン表示部６１に含まれるアイコン６１ａを選択し、チャプタ自動
挿入を行わないときは図９（ｃ）に示すように、アイコン表示部６１に含まれるアイコン
６１ｂを選択する。アイコン６１ａが選択されると「チャプタ自動挿入オン」の表示がな
され、アイコン６１ｂが選択されると「チャプタ自動挿入オフ」の表示がなされる。この
場合、操作部１１５はチャプタデータを生成するか否かを切り替える切替手段を構成して
いる。
【００５２】
　ユーザがアイコン６１ａを選択すると、チャプタ自動挿入の設定がオンとされ、ＣＰＵ
１１４が撮影開始と同時または撮影開始前に予め図６に示すフローチャートに沿って、チ
ャプタ自動挿入の初期設定動作を実行する。
【００５３】
　この場合、ＣＰＵ１１４はメモリ１０４にチャプタテーブル３３０のためのテーブル領
域を設定し（Ｓ１）、そのテーブル領域の先頭にポインタを設定し（Ｓ２）、初期設定動
作を終了する。
【００５４】
　また、手ぶれ補正センサ１２０が検出する手ぶれ情報に基づき、ＣＰＵ１１４はパン情
報またはチルト情報を検出すると、図７に示すフローチャートに沿ってチャプタデータを
生成し、図８に示すフローチャートに沿って生成したチャプタデータをチャプタテーブル
３３０に記録する。
【００５５】
　そして、ＣＰＵ１１４は判定手段としての動作を行い、前回のチャプタデータの生成か
ら一定時間が経過したか否かを判定する（Ｓ１０）。ＣＰＵ１１４は一定時間が経過して
いるときはＳ１１に進むが、一定時間が経過していなければチャプタ自動挿入処理を終了
する。
【００５６】
　ＣＰＵ１１４はＳ１１に進むと、場面変更検出手段としての動作を行い、手ぶれ情報に
基づき、シーンチェンジがあったか否かを判定する。この場合、手ぶれ情報が所定の基準
値を越え、手ぶれ補正が行われない範囲の値であるときはパン情報またはチルト情報が検
出されたとすることができる。
【００５７】
　なお、パン情報はパン方向の移動が所定範囲を越えたことを示すデータ、チルト情報は
チルト方向の移動が所定範囲を越えたことを示すデータである。パン方向またはチルト方
向の移動が所定範囲を越えた場合はユーザが別の場面を撮影していることが多く、その場
合にチャプタデータを生成すると、望ましい箇所にチャプタデータを生成することができ
る。カメラ１００では、この点に着目してパン情報またはチルト情報を検出することとし
ている。
【００５８】
　また、ＣＰＵ１１４はシーンチェンジがあったときはＰＴＳ（Presentation　Time　st
amp）を算出し（Ｓ１２）、算出したＰＴＳなどのデータをテーブル領域のポインタの示
す領域に書き込み（Ｓ１３）、続いてテーブルポインタに“１”を加算し（Ｓ１４）、チ
ャプタデータ自動生成処理を終了する。
【００５９】
　そして、チャプタ自動挿入の最終処理が開始すると、ＣＰＵ１１４は撮影が終了したか
否かを判定し（Ｓ２１）、撮影終了であればメモリ１０４に確保されたテーブル領域のデ
ータをチャプタテーブル３３０に記録して（Ｓ２２）、動作を終了する。
【００６０】
　ここで、図１０は、チャプタ自動挿入によってチャプタに分けられた動画データをＬＣ
Ｄ１０９で表示した場合の一例を示している。図１０に示すように、ＬＣＤ１０９には一
度に３つのチャプタ画像８０１，８０２，８０３が表示されている。各チャプタ画像８０
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１，８０２，８０３は、チャプタデータ５５２，５５３，５５４に対応するＧＯＰ５０８
，５１３，５１８を用いて表示される静止画像である。
【００６１】
　チャプタ画像８０１，８０２，８０３は、時間軸ｔに沿って配置されている。中央に表
示されるチャプタ画像８０２はチャプタデータ５５３に対応しているのに対して、左側に
表示されるチャプタ画像８０１は時間的に前に存在するチャプタデータ５５２に対応し、
右側に表示されるチャプタ画像８０３は時間的に後に存在するチャプタデータ５５４に対
応している。
【００６２】
　また、中央のチャプタ画像８０２は、ユーザが選択しているチャプタを代表する静止画
像であり、このチャプタのチャプタナンバと時間位置情報が表示領域８０４に表示されて
いる。
【００６３】
　操作部１１５により、チャプタ画像８０１，８０２，８０３は順次時間軸の並びに沿っ
て切り替え表示される。ユーザは、再生開始を希望するチャプタ画像８０２を中央に表示
した上で、操作部１１５を操作することができる。すると、ＣＰＵ１１４はＨＤＤ１０５
などに指示して、チャプタ画像８０２のチャプタナンバに対応するＧＯＰから再生を開始
するようにする。これにより、選択されたチャプタから撮影映像の再生を開始することが
できる。
【００６４】
　以上のように、カメラ装置１００は、チャプタ自動挿入によって、撮影中にシーンチェ
ンジが検出されることにより、チャプタデータが自動的に生成されるので、手間をかけず
に動画データを複数のチャプタに分けて記録することができる。
【００６５】
　したがって、ユーザは、カメラ装置１００を用いることで、特に撮影中に意識すること
なく、自動的にチャプタデータを生成することができる。また、ユーザは撮影映像を再生
する時にいちいち先頭から再生することなく、見たい場面に容易に移動して、そこから再
生することが可能となる。
【００６６】
　このように、従来のカメラ装置では、チャプタデータを使用者がいちいち手動で挿入す
る必要があるが、カメラ装置１００では、このような手間を軽減することができる。
【００６７】
　さらに、カメラ装置１００は、前回のチャプタデータ生成から一定時間経過しているか
どうかを判定し、一定時間経過しているときにだけシーンチェンジを検出するようにして
いるので（Ｓ１０）、パン、チルト検出の誤動作による誤ったチャプタデータの生成を防
止している。
【００６８】
　なお、上述したカメラ装置１００では、ランダムアクセスによりデータの読み書きを行
える外部記憶装置として、ＨＤＤ１０５を有しているが、ＨＤＤ１０５のほか、ＤＶＤ（
Digital　Versatile　Disk）へのデータの記録を行うＤＶＤドライブを備えていてもよい
。そして、ＤＶＤドライブにより、ＤＶＤ－ＲＷ、ＤＶＤ－ＲＡＭなどの書き換え可能な
記憶媒体に動画データを記憶するようにすればよい。
【００６９】
　以上の説明は、本発明の実施の形態についての説明であって、この発明の装置及び方法
を限定するものではなく、様々な変形例を容易に実施することができる。又、各実施形態
における構成要素、機能、特徴あるいは方法ステップを適宜組み合わせて構成される装置
又は方法も本発明に含まれるものである。
【図面の簡単な説明】
【００７０】
【図１】本発明の実施形態に係るカメラ装置の主要な構成を示すブロック図である。
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【図２】ＭＰＥＧ－２にしたがい圧縮伸張処理部が圧縮した動画データのデータ構造を示
す図である。
【図３】同じく、ＭＰＥＧ－２にしたがい圧縮伸張処理部が圧縮した動画データの構造を
チャプタテーブルとともにＧＯＰを表示して示す図である。
【図４】チャプタ自動挿入が行われた場合の動画データを模式的に示す図である。
【図５】チャプタ自動挿入が行われた場合の動画データの構造をチャプタテーブルととも
にＧＯＰを表示して示す図である。
【図６】チャプタ自動挿入の初期設定手順を示すフローチャートである。
【図７】チャプタデータ自動生成処理の動作手順を示すフローチャートである。
【図８】チャプタ自動挿入の最終処理の動作手順を示すフローチャートである。
【図９】撮影メニューを示す図で（ａ）はチャプタ挿入設定を選択したとき、（ｂ）はチ
ャプタ自動挿入を選択した場合、（ｃ）はチャプタ自動挿入を選択しなかった場合をそれ
ぞれ示す図である。
【図１０】チャプタ自動挿入によってチャプタに分けられた動画データをＬＣＤで表示し
た場合の一例を示す図である。
【符号の説明】
【００７１】
　１００…カメラ装置、１０２…信号処理部、１０５…ＨＤＤ、１０９…ＬＣＤ
　１１４…ＣＰＵ、１１６…チャプタキー、１１９…ＦＵＬＬ－ＡＵＴＯキー
　３０１…ヘッダ、３３０…チャプタテーブル、３２２，５４０…動画ストリーム
　３２３…動画データ，８０１，８０２，８０３…チャプタ画像

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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